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ほほえみ学級第６学年 

社会科学習指導案 

 
日時  平成２７年１０月２１日 
場所  ほほえみ教室 
授業者 若原 三千代 

 
１．単元名    「長く続いた戦争と人々のくらし」

（８時間） 
２．指導について 
（１）単元について 
本単元「長く続いた戦争と人々のくらし」では，15
年続いた戦争は，国民生活に大きな影響を及ぼし，国

民や近隣諸国に大きな被害をもたらしたことを学習す

る。 
日本は，朝鮮の植民地化，満州国建設，中国・東南

アジアへの武力進出を行い，連合国との太平洋戦争へ

と進み，多くの兵士の死と多くの民族への被害を与え

た。国内でも，食糧難，物不足により，国民の生活は

苦しくつらいものであり，空襲，沖縄戦，広島・長崎

の原爆投下により多くの市民が犠牲となった。「長くて

つらい戦争」後は，日本国民だけでなく世界中の多く

の人たちが，平和な世界の実現を強く願っている。 
そのことを理解するために，身近な家族や地域の方

から太平洋戦争時の体験を聞き取り，「岐阜空襲，家族

の出征，戦争当時の中小学校の生活」に焦点を絞って

考え，戦争と平和について自分なりの考えをもつこと

ができるよう支援していく。 
 

（２）児童の実態 

 ほほえみ学級は２年男子１名と６年女子２名である。

社会科は，６年生児童の1名と一対一で学習しており，

資料の読み取りの視点，読み取った内容の表現方法に

ついて児童の実態に合わせて工夫してきた。本児は，

絵や図を描くことを好むので，資料から読み取ったこ

とや重要語句についての理解を絵や図を使って表現さ

せたり，自分の言葉で吹き出しにまとめさせたりする

ことで，学習の効果をあげてきた。 
本単元では，「資料のどこを読み取ると課題に迫るこ

とができるか。」という読み取りの観点を教えたり，特

に着目させたい部分を強調したりするなど，資料の与

え方を工夫する。また，本児の身近な人物である曾祖

母や祖母に太平洋戦争についてインタビューする学習

を位置づけながら，戦時中の生活の様子や苦労をより

身近に感じ取り，自分なりの戦争・平和についての考

えをもつことができるようにする。 
 

３．研究主題との関わり 

研究内容（１）のアに関わって 

   本単元は，曾祖母(88歳)の体験を幼い頃から聞か

されてきた祖母に，太平洋戦争の頃の生活について

インタビューする活動や地域の方から戦争当時の中

小学校の生活体験を聞き取るなど，児童の身近な出

来事として戦争をとらえられるように，教材を開発

した。身近な人物の体験を聞き取ることで，より豊

かに想像力を膨らませ，より強く共感することがで

きると考える。  

 研究内容（１）のイに関わって 

本時の導入では，地域の方の「運動場がサツマイ

モ畑に変わってしまった」というお話から，当時の

小学生（本児と同年代の子ども）は，どんな生活を

していたのかを知ろうとする思いを高め，「戦争中，

子どもたちは，どんな生活をしていたのだろう。」と

いう課題につなげる。 

 

研究内容（２）のアに関わって 

本単元の学習では，資料や地図を使って「太平洋

戦争の原因と広がり」を理解する時間，身近な曾祖

母や祖母へのインタビューをする時間，そのインタ

ビューや地域の方の話から，「空襲の恐ろしさ」「兄

弟が出征したつらさ」「当時の子どもたちの生活」な

どについて自分の考えをもつ時間，広島と長崎の原

爆について知り，「平和の大切さについて」考える時

間と，役割を明確にして単元計画を作成した。 

 研究内容（２）のイに関わって 

本時の終末では，まとめを書く十分な時間を確保

する。また，本時のまとめや考えに共感したり，付

け加えたりするキャラクターを設定する。キャラク

ターの考えと比べることで，自分の考えは，課題に

対するまとめになっているか，本時のキーワードを

用いて書けているかを見届ける。そのため，キャラ

クターが登場するワークシートを工夫した。 

 

研究内容（３）のアに関わって 

追究活動では、当時の小学生の一日の生活と自分

の生活を比較させる資料を用意する。教師と児童の

やりとりの中で、学習内容、給食時間、放課後の過

ごし方に視点を当て考えさせ，勉強はほとんどせず

農作業をしていたことやウサギの世話をするために

家でもえさを探していたことなど戦争一色の生活を

していたことに気付かせる。  

研究内容（３）のイに関わって 

追及活動の後半では，戦争中に食べていた麦ご飯

を提示し、実際に食べて今の食事との量，味の違い

を体感させる。特に，疎開児童は弁当を持ってくる

ことができなかったという空腹感を想像させる。 
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４．単元指導計画 （全８時間） 
時 ねらい 学 習 活 動 【評価規準】（評価方法） 

１ 

日本が不況

の打開や満州

での利権を守

るために，中国

各地に戦争を

広げ，大きな被

害を与えたこ

とが分かる。 

① 中国での戦争が中国の人たちにどんな大きな被害を与えたかつかむ。 
 
② 満州への移住，世界恐慌，日本軍の侵攻の３点から中国での戦争の原

因を理解する。 

【社会的事象への関心・意

欲・態度】 
 地図や年表などの資料

を活用して，中国との戦争

がどのような戦争だった

か読み取っている。（発

言・吹き出し） 

２ 

戦争が，どん

どん世界に広

がっていった

ことが分かる。 

① 中国の戦争から東南アジア全体に広がっていったことをつかむ。 
 
② アメリカと日本の資源や生産力のちがいを知る。 
③  
 

【社会的事象についての

知識・理解】 
東南アジアへ戦争が拡

大したことを理解してい

る。（発言・吹き出し） 

３ 

ひいおばあ

さんに太平洋

戦争中の生活

についてイン

タビューする

内容を決める

ことができる。 

① 国民はどんな生活をしていたのか調べる意欲をもつ。 
 
 
③ インタビュー内容を決め，アンケート用紙を作る。 

【社会的事象についての

知識・理解】 
前時に学習したこと・今

までに知っていることを

もとに，インタビュー内容

を決めている。（インタビ

ュー用紙） 

４ 

ひいおばあ

さんにインタ

ビューをして，

太平洋戦争中

の生活につい

て知ることが

できる。 

① ひいおばあさんにインタビューをして何を知りたいのかを考え，課題
化する。 

 
①  
② ひいおばあさんにインタビューをする。 
 

【観察・資料活用の技能】 
インタビューを通して，

ひいおばあさんが経験し

た戦争を聞き取り，メモを

取ったり質問したりして

いる。（インタビュー用

紙・質問） 

５ 

インタビュ

ーを参考にし

て「日中戦争・

太平洋戦争」と

「戦争の頃の

ひいおばあち

ゃん」について

年表を作りな

がら，空襲の激

しさ，たくさん

の戦死者が出

たことを知る

ことができる。 

① ひいおばあさんの年表を作る意欲をもつ。 
 

 
② ひいおばあさんの年表を作りながら，空襲の激しさと恐怖，兄弟の出

征とたくさんの戦死者の存在を知る。 
 

【観察・資料活用の技能】 
インタビューをもとに，

日中戦争・太平洋戦争の流

れとひいおばあさんの戦

争体験を年表に書き表し，

流れをつかんでいる。（二

つの年表） 

・大野町にも空襲はあったか。・家族や親戚で戦争に行った人はいる

か。・どんな食事をしていたか。・どんな仕事をしていたか。・戦争で

一番いやだったことは何か。 
 

・岐阜の空襲が見えた。白い壁が赤くなるほどだった。 
・ひいおばあちゃんの二人のお兄さんが戦争に行った。歌を歌ったり

旗を振ったりして見送った。・白いごはんは食べられなくて，麦ご

飯だった。友だちは，サツマイモや大根を食べていた。・畑がたく

さんあったので，野菜をいっぱい作っていたが，ほとんど軍隊に出

した。・戦争で一番いやだったことは，たくさんの人が死んでしま

ったこと。飛行機から撃たれそうになって死にそうになった。 

日本は中国から東南アジアを攻撃し，資源を手に入れようとした。

アメリカとも対立してどんどん広がっていった。 

・お兄さんたちの出征・岐阜の空襲・大垣の空襲・ひいおばあさんの

生活を書き加える。 
・空襲の激しさを知る。（家のそばに防空壕・防空壕で焼死・バケツ

リレー・電気に布・川に浮かぶ死体・日本中に空襲・） 
・たくさんの戦死者が出たことを知る。（戦死者の人数・沖縄戦） 
             ↓ 
・戦争は多くの兵隊を殺し，空襲で，たくさんの家を焼き，たくさん

の人が死んだ。そんな戦争の中をひいおばあさんは，生き抜いた。 

不景気でお金が儲からない，満州を利用していろいろな資源を手に

入れたいと考え，中国中に戦争を広げ，中国の人々に多くの被害を与

えた。 

戦争のころのひいおばあさんの生活年表をつくろう。 

① ひいおばあさんが体験した太平洋戦争についてインタビューを
して，戦争中の生活について知ろう。 

戦争はどんな風に世界中に広がったのだろう。 

第二次世界大戦中，ひいおばあさんはどんな生活をしていたか知る

ためのインタビューを考えよう。 

日本が中国で行った戦争は，どんな戦争だったのだろう。 
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６ 

本
時 

太平洋戦争

中，中小学校の

３年生だった

長沼さんの体

験から，当時の

子どもたちの

生活を知り，大

人も子どもも

苦しくつらい

生活を送って

いたことに気

付き，戦争につ

いて考えるこ

とができる。 

① 「運動場がサツマイモ畑に変わってしまった」長沼さんの体験から，
課題を作る。 

 
 
②中小学校３年生の一日の生活スケジュールと麦飯の弁当から，戦争中

は，大人も子どもも戦争一色でつらい生活をしていたことをつかむ。 
 

【社会的な思考・判断・表

現】 
地域の方の体験を通し

て，太平洋戦争中の子ども

たちの生活について考え

ている。（発言・吹き出し） 
 

７ 

広島と長崎

の原爆投下で

多くの国民が

犠牲になり，日

本が戦争をや

めたことが分

かる。 

① 広島の原爆投下後の写真から課題を作る。 
 
② 亡くなった人数と被爆者の写真から，原爆の被害の大きさと命の尊さ
をつかむ。 

 

【社会的事象についての

知識・理解】 
原爆が二つも落とされ

て，たくさんの人が亡くな

り，死ななかったが原爆症

で，７０年たった今でも苦

しんでいる人がいること

に気付いている。（発言・

吹き出し） 

 ８ ８ 

第二次世界

大戦の学習を

通して，分かっ

たことや自分

の考えを新聞

にまとめるこ

とができる。の

商品を用 

① 学習してきたことをどのようにして家族や友だちに伝えようか考え
る。①平和堂の卵売り場の品ぞろえの多さから課題意識をもつ。 

 
 
これほど種類が多いのは消費者さまざまな願いに応えたいからだと考え

る。 
長さんの話から，すべての消費者の願いに応えようとする生き方に共 
 
② 自分の考えを新聞にまとめる。 
感する。 

【社会的な思考・判断・表

現】 
第二次世界大戦の学習

を通して，分かったことや

自分の考えを新聞にまと

めている。（新聞の内容・

家族の感想） 
【社会的な思考 

 

小学生は勉強はほとんどしないで，毎日働いていた。軍隊に送るため

に運動場でサツマイモを育て，水やりをしたり，遠い畑に肥料を運ん

だりして働いた。疎開している子どもたちは，食べ物がなくて，いつ

もおなかをすかせていた。つらくて苦しかっただろうな。 

戦争中，子どもたちは，どんな生活をしていたのだろう。 

どうやって日本は，戦争をやめたのだろう。 

広島と長崎に原子爆弾が落とされて，たくさんの人が亡くなった。

だから，日本は，戦争をやめた。原爆症で７０年たった今でも苦しん

でいる人がたくさんいる。 

ひいおばあさんにインタビューしたことや資料から分かったことや

思ったことを絵や図や吹き出しで新聞に書くことができた。岐阜空襲

や原爆のこと，疎開していた子は，食べ物がなくてとてもおなかがす

いていたこと，家族が戦争に行ってすごく心配したことが書けた。私

は，戦争はしてはいけないと思った。 

・絵や吹き出しをかいた新聞を作りたい。 
・ひいおばあさんや家族に読んでもらい，感想を聞きたい。 
・空襲や原爆のこと，食べ物がなくておなかがすいたこと，家族が戦

争に行ってすごく心配したことを書きたい。 
・私は，戦争はしてはいけないと思う。 



６．本時の目標

７．本時の展開

段
階

ねらい
◎指導・援助
・資料

【評価規準】
◇キーワード

資料１ 資料２

・勉強はあまりしていない。
学校で，サツマイモ作りや水
やりの仕事をしている。帰っ
てからも，学校で飼育してい
た１０００匹のウサギのえさ
の草集めをしていた。

・田畑がたくさんある子ども
は，麦飯のお弁当を食べてい
た。田畑のないうちの子ども
は，どんな弁当だったのだろ
う。

・麦飯の弁当
の提示

↓ ↓

ま
と
め
る

３．資料を読み取り，考えを交流する。

◎児童のまとめ
を発表させ，
キーワードを
使ってまとめら
れているか確か
めたり，キャラ
クターが付け足
しや質問をした
りして，より考
えを深める。

つ
か
む

　勉強しないで，兵隊さんに送るためにサツマイモを作った
り，兵隊さんが着る毛皮にするために，たくさんのウサギを
飼い，毎日，毎日えさをやっていた。食べ物が少なく，おな
かがすいていた。

・麦飯は，ぱさぱさしていておいしくない。色も黒くて食欲
が出ない。でも，何も食べないよりはましだ。何も食べない
と死んでしまう。

　戦争中，子どもたちは，どんな生活をしていたのだろう。

２．予想を交流する。

・運動場の土は固いので，畑に作り変えるのは大変だっただ
ろう。石がいっぱい出ただろう。子どもも手伝ったのだろ
う。
・お父さんやお兄さんが戦争に行ってしまったので，お母さ
んやおじいさんやおばあさんや家族を助けて，働いていたの
だろう。

１．導入資料から，本時の課題を設定する。

・運動場がサツマイモ畑に変わってしまったら自由に遊べな
い。つまらない。

・このサツマイモは，誰が作っているのだろう。私のような
小学生が作っていたのかな。

調
べ
る

　資料から
事実をつか
み，課題に
対する自分
の考えをも
ち，交流す
ることがで
きる。

５．キーワードを用いて，学習のまとめを書く。

◇毎日，学校
で働く。麦飯
はおいしくな
いけど。大人
も子どももが
まんした。

・「運動場が
サツマイモ畑
に変わってし
まった」体験
から，課題を
作る。
◎運動場のサ
ツマイモを誰
が，何のため
に作っていた
のか考える。

  太平洋戦争中，中小学校の３年生だった長沼さんの体験から，当時の子どもたちの生活を知り，大人だけで
なく子どもたちも大変苦しくつらい生活を送っていたことに気付き，戦争について考えることができる。

・実際に，麦
飯を食べる。
（体験）

◎働いておな
かがすいてい
るのに，麦飯
やサツマイモ
すら食べられ
ない子どもが
いたことを知
らせる。

・小３の長沼
さんの一日の
暮らしの表

【社会的な思
考・判断・表
現】
　長沼さんの
体験を通し
て，太平洋戦
争中の子ども
たちの生活に
ついて知り，
戦争について
考えることが
できる。（発
言・吹き出
し）

４．深めの資料から，人物の思いについて考えを深める。

・病気になったら大変だから，麦飯やサツマイモを食べるけ
ど，毎日，麦飯やサツマイモは嫌だ。魚や肉をおなかいっぱ
い食べたい。かわいそうだ。

　本時の課
題をつかむ
ことができ
る。

主な学習活動

　小学生は，勉強をしないで，毎日，畑仕事や動物の世話を
して働いていた。働いておなかがすいても，麦飯やサツマイ
モすら食べられない子どももいた。大人も子どもも戦争に勝
つために，がまんしていた。戦争は嫌だ。

　学習した
ことをもと
にして，課
題に対する
まとめを書
くことがで
きる。
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